










氏名・(本籍) 元 一幻自一小 川幸 男
学佐の種類 工学博士
第 428 0 号
昭和 53 年 3 月 25 日
工学研究科通信工学専攻

































間離散的な場合R-D 関数と空間連続的な場合の点走走査符号化による R-D 関数を求め，これらの
特性が実際に画像等の符号化に用いられている予測符号化法による帯域圧縮の特性と対応することを
明らかにしている。
第 5 章は結論で，本研究で得られた主な結果をまとめ，今後に残された問題について論及している。
論文の審査結果の要旨
膨大な情報量を持つ画像情報の伝送・蓄積を効率よく行なうためには，その情報量圧縮が重要な要
因となる。情報量を圧縮する場合，情報源のもつレート・ディストーション関数が理論的限界を与え
るが，画像情報源のレート・ディストーション関数については，いまだ充分な解析・考察がなされて
いない。
本論文は，この画像情報源のレート・ディストーション関数を種々の角度から解析・考察すること
により画像情報源の情報量圧縮の理論的限界を与えたものである。主な成果を要約すると，次の通り
である。
(1) 画像情報源の正確な確率構造を求めることが困難なため，そのレート・ディストーション関数を
直接導出できないことを考慮し，レート・ディストーション関数の下界を求めている凸また画像情
報源の既知の統計的性質を考慮した二次元自己回帰情報源を定義し この情報源のレート・ディス
トーション関数を求め さらにその特性について考察している。これらのことにより直接求められ
ない画像情報源のレート・ディストーション関数の特性について論ずることを可能にしている。
:2) 画像情報源の符号化が簡単で かつ後の画像処理が容易な点走査符号化方式を提案し，この符号
化法を用いるという制限のもとで，二次元ガウス情報源のレート・ディストーション関数を導出し
ている。また，二次元自己回帰情報源に，この符号化法を用いた場合のレート・ディストーション
関数を求め，その特性が実際に画像情報源の符号化に用いられている予測符号化法による情報量圧
縮の特性に対応することを示している。
以上のように，本論文は画像情報を伝送・蓄積するためのシステムを設計する上で必要な，情報量
圧縮のための有用ないくつかの知見を与えたもので 通信工学ならびに情報工学の発展に寄与すると
ころ大である。よって本論文は 博士論文として価値あるものと認める。
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